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広瀬さんの
“Post-war 70th anniversary: Rediscovery of 20th century Japanese arts-1940s”,　ですが、

下線部「戦後 70 年記念」は和文目次に出てきませんので（レビュー原稿内も註で 1 箇所のみ）、
英文目次に入れるかのご判断をお願いします。また美術館 Web サイトでの英文表記は「1940s -Rediscov-
ery of 20th Century Japanese Art」となっています。




